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TripleQuad™ /QTRAP®について 

SCIEX の臨床診断のポートフォリオは体外診断用です。 

これらの製品は一部の国ではご利用いただけません。詳細については弊社営業担当者にお

問い合わせいただくか（https://sciex.com/diagnostics.）をご参照ください。 

その他の製品は全て研究用にのみ使用できます。診断目的およびその手続き上での使用は

できません。 

本書に記載されている商標および登録商標は、米国あるいは各国における株式会社エービ

ー・サイエックスあるいはそのオーナーの所有物です。 

© 2025 DH Tech. Dev. Pte. Ltd. 

 

 

The SCIEX clinical diagnostic portfolio is For In Vitro Diagnostic Use. Rx Only. 

Product(s) not available in all countries. For information on availability, please contact 

your local sales representative or refer to https://sciex.com/diagnostics.   

All other products are For Research Use Only. Not for use in Diagnostic Procedures.  

Trademarks and/or registered trademarks mentioned herein are the property of AB Sciex 

Pte. Ltd. or their respective owners in the United States and/or certain other countries.  

© 2025 DH Tech. Dev. Pte. Ltd. 
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1 準備をする 

∙ 機器を起動後、装置の真空が十分に安定していることを確認してから実施してください。 

∙ 全ての作業は TIS Probe が取付けられた Turbo V™ Ion Source もしくは Analytical Probe ならびに

Elens を取り付けられた OptiFlowPro を用いて実施します。 

∙ 本作業は使用または Q0 洗浄によるマスずれや分離能の調整、故障時の本体の状況を確認する目的

で実施します。真空を解除しての洗浄を実施した場合は、当日の結果と真空安定後の結果では差が

生じる可能性があります。 

 

1.1 用意するもの 

・Standard Chemical Kit 

・シリンジおよび接続用 PEEK チューブ（シリンジ⇔MS 接続用）（機器納品の際に同梱してあります） 

 （7500 シリーズの場合は 5 mL シリンジ、7500 シリーズ以外は 1 mL シリンジ） 

   
Standard Chemical Kit(P/N：4406127) 

7500 シリーズのみ MS Single Tuning Solution Kit 

（P/N：5077206） 

※冷蔵庫（2～8℃）にて保管してください 

 

シリンジと接続用 PEEK チューブ 

・1 mL シリンジ(P/N ：010615) 

・5 mL シリンジ（P/N：5019617）（7500 シリーズ） 

・シリンジニードル（P/N：1005819、6 本入り） 

・シリンジ接続用アダプタ（P/N：5042735） 

・フィッティング（P/N：016325） 

   
四重極モード用（Standard Chemical Kit 内に同梱） 

PPG（Positive モード用、Negative モード用）の試薬があり、

装置によって各濃度が異なります 

7500 シリーズは MS single Tuning Solution のみ 

LIT（トラップ）モード用（QTRAP®システムのみ） 

（Standard Chemical Kit 内に同梱） 

左：ES Tuning Mix 

中央：ES Tuning Dilution Solvent 

右：空ボトル 

（7500 シリーズは使用しません） 

 

1.2 サンプルの希釈（QTRAP®システムのみ） 

空ボトルを用いて ES Tuning Dilution Solvent 9.9 mL と、ES Tuning Mix 0.1 mL を混合し、100 倍希釈し

ます。 

希釈後に再度必要な場合は、1 週間程度で再度調製してください。 

7500 シリーズは、希釈の必要はありません。 
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1.3 サンプルをセットする 

スプレー位置を縦・横軸の調整ノブを 5.00 mm にセットします。ただし、7500 シリーズはスプレー位置の調整

の必要はありません。 

シリンジに下表を参照に用意したサンプルを入れてシリンジポンプに取付けます。 

Series Q1 Positive、Q3 Positive Q1 Negative、Q3 Negative LIT（トラップ）モード 

3500 POS PPG 1 x 10-5M NEG PPG 3 x 10-4M - 

4500 POS PPG 2 x 10-6M NEG PPG 3 x 10-4M 100 倍希釈した ES Tuning Mix 

5500 POS PPG 2 x 10-7M NEG PPG 3 x 10-5M 100 倍希釈した ES Tuning Mix 

6500 POS PPG 2 x 10-7M NEG PPG 3 x 10-5M 100 倍希釈した ES Tuning Mix 

7500 MS single Tuning Solution 

※試薬は転倒混和してからご使用ください。 

シリンジの取り扱いならびに取り付け方法はご不明な方は、「4.1 シリンジの取り扱い例」をご確認ください。 

 

 
Turbo V™ Ion Source 

 

 

   
横軸調整ノブ 

 

 

 
  縦軸調整ノブ 

 
 

シリンジ接続例 

 

 

 

 

シリンジポンプ 

    

 

 

リリースボタンを 

押しながら 

上下させ 

ベースの高さ調整 

廃液 LCからの流路 

MS 

シリンジポンプからの流路 

接続例のため、実際の接続を必ずご確認ください。 
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2 四重極モードの状態確認と質量校正 

2.1 最適化されるパラメータ 

質量校正を実施すると、DAC（質量を調整する値）ならびに Offset（分解能（Resolution）を調整する値）が

更新されます。 

 

2.2 測定モードの種類 

極性（Positive、Negative） 2 種類、四重極（Q1、Q3） 2 種類、Scan Rate 4 種類、Resolution 2 種類

の組合せの合計 32 の異なる設定があります。測定に用いる極性・四重極・Scan Rate に応じて必要な測定

モードを実施してください。 

Positive Negative 

Q1(8 種類) Q3(8 種類) Q1(8 種類) Q3(8 種類) 

・Scan Rate(Da/s)： 

10、200、1000、2000 

・Resolution：Unit、High 

・Scan Rate(Da/s)： 

10、200、1000、2000 

・Resolution：Unit、High 

・Scan Rate(Da/s)： 

10、200、1000、2000 

・Resolution：Unit、High 

・Scan Rate(Da/s)： 

10、200、1000、2000 

・Resolution：Unit、High 

例）Positive、MRM モード、Scan Rate; 10 Da/s 、Unit Resolution で測定している場合 

Positive Q1、Scan Rate; 10 Da/s、Unit Resolution 

Positive Q3、Scan Rate; 10 Da/s、Unit Resolution の 2 種類を実施します。 
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3 四重極モードの状態確認と質量校正 

※ソフトウェアのバージョンにより、画面や操作方法が若干異なる場合があります。予めご了承ください。 

3.1 ソフトウェアを起動 

デスクトップ上の SCIEX OS ®ソフトウェアのアイコン    をダブルクリックします。 

 

3.2 機器とワークステーションを接続 

① Home 画面から Configuration    をクリックし画面を開きます。 

② Devices をクリックし、MS と LC の Active にチェックが入っていることを確認して、Active Devices をクリ

ックします。 

※LC は構成に含んでいる場合に制御がスムーズに進まない場合は、含まない構成にしてください。 

③ アイコンの色で各装置の状態を確認します。 

緑：Standby → 正常 

赤：Error → 接続状態を確認してください 

 

※High Mass モードか Low Mass モードか確認されたい場合は、Device 名をクリックし、「Mass Mode」を確認

してください。High Mass と Low Mass のモードを変える場合は、接続していない状態で、MS をクリックし「Edit」

（①）をクリックします。「Settings...」（②）をクリックして、「Detect Instrument」（③）をクリックし、選択後、「Test 

Device」（④）をクリックします。切り替え後は、「Syringe Pump」と「Valve」にチェックを入れ、「Save」します。 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 
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3.3 質量精度と分解能を確認 

① ホーム画面に戻り、「MS Tune」 をクリックします。 

※ホーム画面に戻るためには、左上の をクリックします。 

② 「Tuning Procedures」をクリックし、「MS Scan Tuning...」をクリックします。 

 

③ 「Verify MS scan」を選択した状態で、確認したい項目を選択し、「Next」をクリックします。 

※7500 シリーズで項目が多い場合は、5 mL のシリンジを使用してください。 

ソフトウェアのバージョンの違いで、Tuning Procedure を選択すると関連する項目が自動で選択され

ます。 
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④ 「Introduction」の画面は「Next」をクリックし、進みます。 

 

⑤ 送液の安定性を確認し、TIC が安定したら「Stop」をクリックし、「Next」をクリックします。 

※Positive のみの場合、TIC が安定しにくいため、「Ion source gas 2」を「0」にすると安定しやすいです。 

 

※シリンジポンプは、スキャンが開始すると起動します。 

チューブの空気が抜けるまで、また、順化するまでに時間がかかるため、シリンジの流量を調整したい場

合は、「Syringe Pump Model」の横のボタン をクリックし、Flow Rate を一時的に「20」と入力し、

「Update」をクリックします。 

TIC が安定してきたら、5～10 µL/min に変更して「Update」をクリックします。 

5 mL のシリンジに切り替えた場合は、Flow Rate Unit が「µL/min」であることを確認してから「Update」

をクリックします。 
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⑥ GS1 の最適化後、自動で進みます。 

そのままキャリブレーションを実施する場合は、「Tuning Procedures」から「MS Scan Tuning...」をクリック

して、「Yes」をクリックします。 

結果は、画面を閉じる、または再度「Tuning Procedures」をクリックし、「MS Scan Tuning...」をクリック

すると「D:\SCIEX OS Data\Optimization\Optimization-実施日」に自動で保存されますが、必要で

あれば「Save report as」で保存するか、PDF 形式で印刷します。 
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3.4 質量精度と分解能を調整 

① 調整をする場合は、「Tune and calibrate MS scans」をクリックして、調整したい項目を選択して「Next」

をクリックします。 

② 確認時と同様に TIC が安定したら、「Stop」をクリックして、「Next」をクリックし、最適化を実施します。 

 

③ キャリブレーションの最初の画面で「Calibration Details」をクリックして、「Calibration」の「Variation」が

0.998～1.002 の範囲であることを確認してください。 

範囲外の場合、誤ったキャリブレーションを実施している可能性が高いため、サイエックスへご連絡くださ

い。 

SciexOS3.4 以上のバージョンは、次ページのレポートからもご確認いただけます。 
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④ 必要であれば「Save report as」で保存するか、PDF 形式で印刷してください。画面切り替え後、結果

は「D:\SCIEX OS Data\Optimization\Optimization-実施日」に自動で保存されます。 

 

⑤ 「Save Settings」をクリックし、結果を保存します。 

※クリックしなかった場合は、結果が更新されないため、ご注意ください。 

また、戻したい場合は、「Restore instrument Data」からどの時点に戻すか選択します。 

SciexOS3.4 以上の場合は、レポート内の「Variation」が 0.998～1.002 の範囲であれば更新します。 

 

⑥ 画面を閉じるか、画面を切り替える際にメッセージが表示され、終了する場合は、「Yes」を選択します。 
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3.5 検出器の最適化 

注意：High Mass モードか Low Mass モード使用されるモードで実施してください。 

① ホーム画面に戻り、「MS Tune」 をクリックします。 

※ホーム画面に戻るためには、左上の をクリックします。 

② 「Tuning Procedures」をクリックし、「Positive Detector Optimization」または「NegativeDetector 

Optimization」をクリックします。 

 

③ 画面の文章に沿って進み、送液の安定性を確認し、TIC が安定したら「Stop」をクリックします。 

※TIC が安定しにくい場合は、「Ion source gas 2」を「0」にすると安定しやすいです。 

 

＜Positive、Low Mass モードの安定したスプレー状況の一例＞ 

 

＜Negative、High Mass モードの安定したスプレー状況の一例＞ 
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※シリンジポンプは、スキャンが開始すると起動します。 

チューブの空気が抜けるまで、また、順化するまでに時間がかかるため、シリンジの流量を調整したい場

合は、「Syringe Pump Model」の横のボタン をクリックし、Flow Rate を一時的に「20」と入力し、

「Update」をクリックしてします。 

TIC が安定してきたら、5～10 µL/min に変更して「Update」をクリックします。 

5 mL のシリンジに切り替えた場合は、Flow Rate Unit が「µL/min」であることを確認してから「Update」

をクリックしてください。 

  

④ 「Next」をクリックします。 

 

⑤ GAS 1 の最適化後、検出器の最適化が開始します。 
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⑥ レポートが表示されたら「Save report as」で結果を保存し、「Next」をクリックします。 

 

 

⑦ 「Save Settings」をクリックし、結果を保存します。 

※クリックしなかった場合は、結果が更新されないため、ご注意ください。 

レポート内の校正前後の値を確認し、変化がないまたは下がった場合は更新の必要はありません。 
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3.6 終了 

① 「Standby」をクリックします。 

② （必要に応じて）Configuration で「Deactivate」をクリックし、機器とワークステーションの接続を切

り離します。 

注意：7500 シリーズ以外は、スプレー位置をもとの状態に戻してください。 
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4 シリンジの取り扱い例 

4.1 シリンジへの充填例 

① シリンジにニードルをねじり、接続します。 

 

② 溶液を 0.1 mL 程度吸引します。 

※余剰に吸った場合でもコンタミネーションの恐れがあるため、溶液内に吐き戻さないでください。 

③ 8 割くらいまで内筒を引き、空気を吸わせて転倒混和させ、内部を置換します。 

          

④ 溶液を廃棄し、何度か内筒を引いて吐くを繰り返し、内部の溶液を廃棄します。 

※コンタミネーションの恐れがあるため、溶液内には戻さないでください。 

⑤ シリンジの半分程度（5 mL のシリンジの場合は 2 mL 程度）溶液を吸引します。 

※使用する溶液量に合わせて吸引してください。 

また、余剰に吸った場合でもコンタミネーションの恐れがあるため、溶液内に吐き戻さないでください。 

⑥ 内筒の空気を除きます。 

※空気が抜けにくい場合は、空気を吸引し、転倒混和させると細かい気泡も取り除きやすくなります。 

 

⑦ シリンジからニードルを取り、チューブのアダプタに取り換えます。 

 

  

アダプタ 

https://www.google.com/search?sca_esv=613adaf9b5e05094&rlz=1C1GCEA_enJP1146JP1147&q=%E7%B4%B0%E3%81%8B%E3%81%84&spell=1&sa=X&ved=2ahUKEwiZ5YesnYSNAxVYsVYBHcN1LeEQBSgAegQIChAB
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4.2 シリンジの取り付け 

① シリンジのカバーを開けます。 

  または   

② 台座がシリンジを取り付けられる高さになっていない場合は、リリースボタン（右奥の金のボタン）を押しな

がら台座を下げます。 

  

③ シリンジが取り付けられない場合は、レバーを引き回転させてレバーの向きを変えます。 

 

④ シリンジを立てかけてレバーを回転させて向きを変え、シリンジを固定します。 

※下に段差のある部品がある場合は、シリンジの内筒部分を差し込んでください。 

高さを変えられない場合は、両側の黒いねじを緩めることで高さを変更することが可能です。 

  



4-3 

⑤ チューブをスプリッターまたはバルブに接続します。 

  または   

⑥ 台座を上げます。 

※5 mL のシリンジを使う場合は、金属の方の部分が引っかかるところまで上げ、ガラスと金属部分のと

ころで止めないでください。 

左奥のポストのねじが適切かご確認ください。長さが適切でない場合は、シリンジの肩の部分が破

損し、けがをする恐れがあります。 

台座を上げ続けられる場合は、チューブの接続部分を確認してください。 

 

  

＜正しい取り付け位置＞        ＜誤った取り付け位置＞ 

 

 



 

◆お問合せ先◆ 

株式会社エービー・サイエックス 

ご使用の装置名とシリアル番号をお伝えください｡ 

 Tel: 0120-318-551 Fax: 0120-318-040 

アプリケーションに関するご質問： E-mail: jp_support@sciex.com 

修理に関するご質問 ： E-mail: jp_sales@sciex.com 

 

◆オンライントレーニング動画のご案内◆ 

 弊社ホームページの下記サイトから、メンテナンス、ソフトウェアの使用法など、各種ト

レーニング動画を視聴できます。是非ご活用ください。 

 Home > サポート > 各種サポート資料・ツール > 操作方法に関する動画 

http://sciex.jp/support/support-tools/movie-manuals 

 Home > Support > SCIEXNow > Training > Course Catalog 

 http://sciex.com/support/training-front/course-catalog 

    （ログインするにはアカウントの作成が必要です） 

mailto:jp_support@sciex.com
http://sciex.jp/support/support-tools/movie-manuals
http://sciex.com/support/training-front/course-catalog

